
立ち直り応援カレー

犯罪や非行をした人の立ち直りを支援し、持続可能な立ち直り支援活動を目指す「立ち直り応援基金」は、今年
８月１日にスタートしました。
目指すのは、立ち直ろうとする人と、立ち直りを支える人、そのつながりを応援したいという気持ちを寄附を通
じてカタチにすること。そして、集めた資金を、草の根の立ち直り支援活動や、イノベーティブな立ち直り支援の
取組に役立て、自由闊達な立ち直り支援の輪を広げていくことです。

原資がない中でのスタートでありながら、お金をかけずにどうやったらこの基金の存在を知ってもらえるか考え
ました。そして生まれたのがこの「立ち直りの＃ワンプレートアクション」です。

立ち直ろうと頑張っている人たちが作る野菜を、法務省地下食堂のメニューに取り入れたい。
そして、その売り上げの一部を、次の立ち直り支援活動に役立てたい。
できれば、法務省から、「ごちそうさま」と「応援しています」の声を、野菜を作った人たちに届けたい。

立ち直りへの思いを、ワンプレートがつなぐ。

そんなアイディアで、１２月１４日～２５日の２週間、「立ち直り応援カレー」を法務省地下食堂「味好」で販
売します。

職員の皆さんの誰もが食べやすい
「カレー」にしました。

せっかくなので、野菜を作った、「茨
城就業支援センター」の訓練生のことを、
食堂のスライドで御紹介します。

カレーを食べた皆さんの声を、今回四
苦八苦しながらほうれん草を育ててきた、
茨城就業支援センターの訓練生に届けま
す。

食堂「味好」に御協力いただき、普段
提供していたカレーを値上げしてもらい
ました。そのうちの５０円が立ち直り応
援基金に寄附されます。

できればこの「立ち直りの＃ワンプレートアクション」が来
年にもつながっていってほしい、そして、各地の法務省出先機
関・自治体とのコラボレーションにより、立ち直り支援の新し
い取組として広がっていてほしい、そんなことを考えています。
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※１月１２日～２２日の予定です。

※ 茨城就業支援センターは、農業により自立を
図る刑務所出所者等の訓練施設です。現在入所し
ている訓練生にとって、ほうれん草を育てるのは
初めての経験でした。流通を前提としていません
ので、沢山の量を確保することはできず、セン
ターのほうれん草と、通常どおり仕入れたほうれ
ん草とを混在させていますことを、どうか御理解
ください。


